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予算決算委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   令和元年９月１８日   開会  ９時５８分  閉会 １１時５１分 

２．開催場所 

   全員協議会室 

３．出席委員名 

   藤 原 浩 司   佐 藤   豊   妹 尾 文 彦   多 賀 信 祥 

柳 原 英 子   山 下 憲 雄   細 羽 敏 彦   西 村 慎次郎 

荒 木 謙 二   柳 井 一 徳   惣 台 己 吉   三 宅 文 雄 

   上 野 安 是   簀 戸 利 昭   西 田 久 志   三 輪 順 治 

大 滝 文 則   宮 地 俊 則   

４．欠席委員名 

   な     し 

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     坊 野 公 治 

（２）説明員      

    副 市 長  猪 原 愼太郎   総 務 部 長  渡 邊 聡 司 

    市民生活部長  佐 藤 和 也   健康福祉部長  山 田 正 人 

    未来創造部長    唐 木 英 規   建 設 部 長  谷 本 悦 久 

    水 道 部 長  田 中 伸 廣   病院事務部長  田 平 雅 裕 

    総 務 部 次 長  藤 原 雅 彦   市民生活部次長  井 口 勝 志 

    健康福祉部次長  沖 津 幸 弘   未来創造部次長  田 中 大 三 

    建 設 部 次 長  岡 本 健 治   水 道 部 次 長    飛 田 圭 三 

    芳 井 支 所 長  岡 田 光 雄   美 星 支 所 長  川 上 邦 和 

      健康福祉部参与  和 田 広 志   会 計 管 理 者  山 下 浩 道 

    病院事務部次長  一 安 直 人   監査委員事務局長  妹 尾 光 朗 

    税 務 課 長  吉 本 泰 人   協働推進課長  川 上 益 史 

    下 水 道 課 長  土 屋 光 史   総務課長補佐  伊 藤 圭 史 

   福祉課長補佐  片 山 恭 一   商工課長補佐  金 政 吉 伸 

上水道課長補佐  丸 本 健 雄   市民課戸籍住民係長  岩 本 陽 子 

   建設課管理係長  武 智 義 仁 
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  （３）事務局職員 

    事 務 局 長  宮   良 人   事 務 局 次 長  藤 原 靖 和 

６．傍聴者 

  （１）一 般   ０名 

  （２）報 道   ０名 

７．発言の概要 

委員長（藤原浩司君）  皆さん、おはようございます。 

 少し早いですが、皆さんおそろいなので、ただいまから予算決算委員会を開会いたしま

す。 

 本日は、特別会計、財産区会計、企業会計及び組合会計の決算を審査いたします。 

 審査の順は、総務文教委員会関係分、市民福祉委員会関係分、建設水道委員会関係分の順

で審査を行いますのでよろしくお願いいたします。 

 これより議事に入ります。 

 

〈認定第１０号 平成３０年度井原市大倉財産区会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（宮地俊則君）  ４２６ページの中ほど、負担金補助及び交付金ですが、保護料交付

金、どういったもんでしょうか。 

美星支所長（川上邦和君）  財産区の山林を、各自治会もそこを管理をしてくれておりま

す。６自治会あるわけなんですが、そこに対して保護料という形で年間の管理費を支払って

いるものでございます。 

委員（宮地俊則君）  毎年されてるものでしょうか。 

美星支所長（川上邦和君）  そのとおりでございます。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 
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〈認定第１１号 平成３０年度井原市東水砂財産区会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第１２号 平成３０年度井原市宇戸財産区会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第２号 平成３０年度井原市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（妹尾文彦君）  ３０５ページをお願いします。 

 一番上の委託料のところなんですけれども、健康診断を受けた方の人数を言われました

が、もう一度お願いできますか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  まず、特定健康診査、特定健診の委託料が２，０４９人

です。それから、特定保健指導の委託料ですが、こちらは１９８人分です。 

委員（妹尾文彦君）  これは、不用額が多いのは、見込みより受診者が少なかったという
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ことですが、どれぐらいを見込んでいて、どれぐらいの受診だったんでしょうか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  当初予算組みの時点では、計画に基づきまして、特定健

診の目標、７次総にも掲げておりますが、４２％、３，３２０人程度を見込んでおりました

が、最終的に執行しておりますのは２，０４９人分でございます。 

委員（妹尾文彦君）  ありがとうございます。 

 去年、国の平均では６０％ぐらいという話だったんですが、ことしも国の平均は６０％ぐ

らいなんでしょうか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  ６０％という数字は国が掲げている目標の数字でござい

まして、これは変更がございません。市といたしましても、７次総の中で最終的にはこの６

０％を目指していきたいというふうに思っております。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第４号 平成３０年度井原市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（山下憲雄君）  ３３７ページの調定額合計の２，８９７万４，０００円、これは現

年度分だけでしょうか。 

協働推進課長（川上益史君）  こちらは現年度分と過年度分が入っておりまして、現年度

分が１件、過年度分が１２件、合計１３件分の調定額でございます。 

委員（山下憲雄君）  収入済額が低いように思いますが、これは問題はないんでしょう

か。 

協働推進課長（川上益史君）  先ほども説明いたしましたが、現年度分については、１件

で１００％の収納率となっております。過年度分につきましては、全体で１．６９％の収納

率となっております。 

 過年度分につきましては滞納となっておりますけど、現在も根気強く収納作業を行ってお
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りまして、今後とも収納作業により滞納処理をしていきたいと思います。 

委員（山下憲雄君）  理由が理由で大変なんですけども、欠損処分というのは今まで出て

ますでしょうか。 

協働推進課長（川上益史君）  欠損処分のほうは今のところ行っておりません。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第５号 平成３０年度井原市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（上野安是君）  ３４２ページ。 

 特別徴収分と普通徴収分の人数がそれぞれわかりますか。 

市民生活部次長（井口勝志君）  トータル件数は説明をさせていただいたとおりなんです

が、人数については資料を持ち合わせておりません。 

委員（上野安是君）  特別徴収は当然収納率が高くてというところになる。普通徴収をさ

れていますが、基本的には全員が特別徴収になればいいんでしょうがというところで、その

辺ちょっと人数を確認したかったんで、後でも構いませんのでよろしくお願いします。 

委員長（藤原浩司君）  では、後ほどということで、でき次第またご報告お願いします。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 
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〈認定第７号 平成３０年度井原市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（大滝文則君）  初歩的なことかと思うんですけども、３９７ページの給付費準備基

金５，２２７万８，０００円減っとりますが、この積算の金額、項目、どのページを足せば

この数字になるか、お示しいただきたいと思います。 

健康福祉部参与（和田広志君）  先ほどの３９７ページの財産に関する調書の基金は、３

１年３月３１日現在でございます。決算は出納閉鎖期間がございますんで、５月末というこ

とで、それに相当するところは３７２ページ、３７３ページにございます。ここに介護給付

費準備基金繰入金がございます。１，１８９万７，４５７円を繰り入れしとるところでござ

いますが、これは５月末、出納閉鎖期間を入れればこの額になるわけでございます。 

 ですでの、３９７ページはあくまでも３月３１日現在でございますんで、数字的にイコー

ルになるところはございません。 

委員（大滝文則君）  わかりました。翌年度になった時点では、この準備基金は４，００

０万円程度はふえとるということで見ればいいんですか。 

健康福祉部参与（和田広志君）  失礼しました。５月末での基金の残高でございますが、

３億１，３２３万２，４９２円でございますんで、先ほどの財産に関する調書よりは減って

おるところでございます。 

委員（大滝文則君）  ということは、４月、５月にかなりの金額をまた繰り入れしとると

いうようなところでよろしいですか。 

健康福祉部参与（和田広志君）  ３０年度決算による不足分を繰り入れております。 

委員（大滝文則君）  もう少し出入りを詳しくお示しいただきたいと思います。 

 会計年度の関係で若干数値が変わってくるのは理解できるんですけども、３０年度に１，

１８９万７，４５７円の繰入金で、ここへ上がっておるのは５，２２７万８，０００円とい

うことで、約４，０００万円というものが決算年度をまたいでさきに切り崩しておるという

ような話だったんですけども。それからすると、確定した時点で４，０００万円は４月、５

月にまたその分については繰り戻しをしなければいけないのではないかと思うんですけど

も、まだ減っとるということをちょっと理解できないので、その辺の数値の動き方をもう少

し詳しくお願いします。 

健康福祉部参与（和田広志君）  まずは、財産に関する調書での、３月３１日現在での基

金の状況でございます。 
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 ここでは、マイナスについては２９年度決算の収支不足のマイナス分を繰り入れておりま

して５，２２７万８，０００円減っとるわけでございまして、それから３月３１日から５月

末まで、出納閉鎖期間で３０年度決算による不足分１，１４７万７，０００円を繰り入れを

しております。そういったことで、歳入のほうの繰入金１，１８９万７，４５７円につきま

しては、３０年度分の不足分を基金を崩して繰り入れとるといったところでございます。 

委員長（藤原浩司君）  参与、それこそもう少し砕けた回答をいただきたいんです。 

 例えば、今言われたように、プラスになるはずのものがマイナスになるというのが、要因

がわからないということを副議長のほうから質問をされたと思うんで、その要因が今言われ

たように２９年度と３０年度の２つに分かれてると。その分かれた中で、２９年度はどうな

ってこうなる、３０年度にはどうなってこうなる。だから、実質収支はこうなるんだよとい

うような言い方をしていただければもっとわかりやすいと思うんですが。 

健康福祉部参与（和田広志君）  申しわけございません。財産に関する調書の平成３１年

３月３１日現在での切り崩しについては、これは平成２９年度決算不足分を平成３０年５月

末、ですから１年前の出納閉鎖期間内に切り崩しておるものが財産台帳にはあらわれておる

ところでございます。それから、３０年度決算不足分については今年度の３月末までに１，

１００万円何がしかを切り崩しておるところでございます。 

 いずれにしても、２９年度、３０年度収支不足分を基金から切り崩して入れておるといっ

たところでございます。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

税務課長（吉本泰人君）  先ほど後期高齢者医療特別会計において質問のありました回答

をさせていただきたいと思います。 

 決算書の３４１、３４２ページの件です。 

 特別徴収と普通徴収の内訳でありますが、特別徴収７，２９０人、普通徴収９９２人、こ

れは平成３０年７月１日の当初賦課期日での人数でございます。よろしくお願いします。 
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〈認定第１４号 平成３０年度井原市病院事業会計決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第３号 平成３０年度井原市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

委員（大滝文則君）  ３２９ページ。 

 委託料の施設管理委託料、美星簡易水道の施設管理委託では、宇戸谷に関して統合したと

いうことでありますけれども、前年度よりも３００万円、宇戸谷に関しての分を引いても２

００万円以上の金額がふえとるという理由をお示しください。 

水道部次長（飛田圭三君）  美星簡易水道につきましては、宇戸谷簡易水道を統合したこ

とに伴い業務内容を見直し、人員等の配置を見直し、増となったことによるものが大きい原

因でございます。 

 以上です。 

委員（大滝文則君）  去年の４月１日に美星簡易水道へ委託しとった業務を井原市の上水

と芳井の簡水についても並列と言いましょうか、一緒に見とるというような話も聞いとんで

すけども、そのあたりの費用分担について、美星だけにその部分をかぶせるということはち

ょっとおかしいんじゃないかと思うんですけど、そのあたりはどうなんですか。 

水道部次長（飛田圭三君）  美星簡易水道と上水道事業につきましては、業者委託、それ

ぞれ別契約になっております。美星の業務をされている方々が井原におりられるということ

は一元的に漏水対応等にも対応できますし、そういうことを考えた上での対応ということ

で、美星だけに金額をふやしたというわけではないということでございます。 

委員（大滝文則君）  中央簡水の部分は全く昨年と委託料は変わっとりますよね。そうい
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うことからもちょっとバランスがおかしいんじゃないかと、これについてはまた後日しっか

りと検証したいと思うんですけども、しかも４月１日においてそういう見直しをすること自

体の報告も一切なかった。そのあたりもちょっと、私もその当時は建設水道委員会へ在籍し

ておりましたけども、一切そういう説明もなかった。今その当時の責任者というのは市役所

の中にいらっしゃいませんけど、やはりそこら辺は誤解を招くような事案でありますし、か

なり問題があるんじゃないかということがありますので、今後またしっかりと検証していく

ということで、今回はもうここでやめときます。 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第６号 平成３０年度井原市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第８号 平成３０年度井原市産業団地開発事業特別会計歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 
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〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第９号 平成３０年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計歳入歳出決算に

ついて〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

〈認定第１３号 平成３０年度井原市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 可決及び認定〉 

 

〈認定第１５号 平成３０年度井原市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について〉 

〈歳入歳出全般〉 
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〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 可決及び認定〉 

 

〈認定第１６号 平成３０年度井笠地区農業共済事務組合歳入歳出決算について〉 

〈歳入歳出全般〉 

 

〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

〈なし〉 

 

〈採決 認定〉 

 

委員長（藤原浩司君）  以上で付託案件の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては、委員長にご一任願いたいと思います。 

 

〈異議なし〉 

 

委員長（藤原浩司君）  閉会に当たり、執行部で何かございましたらお願いいたします。 

副市長（猪原愼太郎君）  閉会に当たりまして、一言皆様にお礼を申し上げたいと思いま

す。 

 昨日から２日間にわたりまして慎重にご審議をいただきまして、また適切なご決定もいた

だきました。まことにありがとうございました。また、さまざまな角度からご意見やご指摘

もいただいたところでございます。これらにつきましては、今後の市政運営に生かしていき

たいと思っているところでございます。 

 また、監査委員さんからいただいております決算審査意見書にもありますように、平成３
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０年度は７月豪雨災害からの復旧・復興を最優先したことから、一部事業の執行保留、繰り

越しなどを余儀なくされるなど、特別な年となりました。一日も早い復旧・復興に向けて引

き続き全力を挙げてまいりたいと思っております。 

 また、基金残高の減少、地方交付税の減少も見込まれ、さらには少子・高齢化などにより

まして今後も厳しい財政状況が続くことが予測されております。そのような中にありまして

も財源の確保に努めるなど、適宜事業の見直しを行うなど、選択と集中によりまして第７次

総合計画の着実な推進につなげていきたいと思っているところでございます。 

 皆様方におかれましては、どうか引き続き市政運営に深いご理解とご協力をいただきます

ようお願いを申し上げまして、閉会に当たりましての言葉とさせていただきます。本日はま

ことにありがとうございました。 

 

〈議長あいさつ〉 

 

委員長（藤原浩司君）  それでは、以上で予算決算委員会を閉会いたします。 


